
ライフコーポレーションは、地域社会の一員として、限りある地球の資源を
最大限有効に活用する取り組みを行っています。

限りある地球の資源を大切に
３Ｒ（ Recycle / Reduce / Reuse）

店舗で使用しているトイレット
ペーパーは、お客様からお預かり
した紙パックを再生利用して作ら
れています

リサイクルマット

店舗から出た発泡スチロール

牛乳パック
店頭で回収している牛乳パッ
クは良質なパルプ資源です。リ
サイクル事業者に依頼し、回収
した牛乳パックをトイレット
ペーパー等に再生しています。

■ 資源リサイクル（Recycle）の取り組み

トレー
食品トレーは回収後、主に木
くず・古紙と混合した高カロ
リー固形燃料（RPF）として
利用されています。また、新し
いトレーに生まれ変わるもの
もあります。

スチール缶
スチール缶はプレス処理、鉄スクラップ処理を行います。そ
の後、製鉄所で飲料用鋼板や建築用資材の鉄筋・鉄骨など
の原料となる鉄板に再生されます。

古紙
7店舗（2016年10月末現
在）の店頭で新聞紙・チラシ・
本・雑誌などの古紙回収を行っ
ています。回収量に応じて専用
カードにポイントをお付けして
います。

廃食用油
19店舗（2016年10月末現
在）の店頭でお客様から使用
済みのてんぷら油を回収して
います。回収業者に精製を依
頼し、液体せっけんにして店
舗で使用しています。

地域のお客様にご協力いただき、資源のリサイクルに取り組んでいます。

ペットボトル
回収されたペットボトルは細
かく粉砕・洗浄され、卵パッ
クの原料になるほか、繊維に
加工された後、マットや衣料
品等にリサイクルされてい
ます。

ペットボトルキャップ
NPO法人 ロータリークラブ
を通じてポリオ・ワクチンとし
て国際ロータリークラブ「ポ
リオ・プラス」へ寄付してい
ます。

古紙回収機 廃食用油回収ボックス

アルミ缶
回収されたアルミ缶は表面の塗料・フィルムを取り除き、高
温で溶かされて塊になります。それを薄い板にしてアルミ
缶に再生します。

発泡スチロール
鮮魚や果物の一部は産地から発泡スチロールに詰められて
入荷します。この発泡スチロールを集め、粉砕・減容後、板
状に加工し、資源化しています。

トレーリサイクルセンター
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大阪市から「ごみ減量優良
標」を5年連続、または通算し
て6回贈呈された建築物に
は、感謝状と「ごみ減量優良
建築物標章」が贈呈されま
す。２０１5年度は杭全店が大
阪市長より、深江橋店・関目店
が大阪市環境局長より表彰さ
れました。

■ 野菜ごみ処理機
各プロセスセンターでは、生ごみの減量化を目的として
「野菜ごみ処理機」を導入しています。1日に3トン以上
も出る野菜くずをバイオの力で水と炭酸ガスに変え、消
滅させます。

■ ごみ減量優良建築物標章

店舗やプロセスセンターでの調理や加工の際、できる限りの工夫を行っていますが、どうしても生ごみが発生してしまいます。
また、天ぷらなどを揚げた調理用油も酸化が進む前に交換が必要です。ライフコーポレーションでは積極的にこれらの食品
廃棄物のリサイクルに取り組んでいます。

■ 食品リサイクル（Recycle）の取り組み

生ごみ・食品廃棄物 魚のあら 天ぷら油

野菜くず生ごみ

廃棄物の一部は
炭化させ、燃料
にするものもあ
ります。

バクテリアによっ
て炭酸ガスと水
に分解し、浄化さ
れた後、海に放
水されます。

フィッシュミール
という良質な家
畜飼料に生まれ
変わります。

リサイクル施設
において微生物
の力で分解し、メ
タンガスを発生
させ、バイオマス
発電を行ってい
ます。

燃料水 メタンガス・
バイオマス発電 肥料 飼料 洗剤

社会・環境に貢献する企業へ
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各店舗ごとのマイバッグ持参率を
集計し、ポスターでお知らせして
います

2015年度、全店平均28.9%
（前年より1.0%向上）

マイバッグ持参運動 ―レジ袋の削減へ―
レジ袋をご辞退いただいたお客様には、エコ還元として、
お会計から2円お引きしています。また、京都市内の店舗
では、レジ袋の有料化を実施しています。

地域との活動
ＣＯ2削減のため、お客様・地方自治体と一緒にレジ袋削
減の取り組みを積極的に進めています。従業員にもマイ
バッグの持参を推奨しています。

通い箱（クレート）の利用
ダンボールや発泡スチロールなどの輸送用容器を減らす
ため、通い箱（クレート）の利用を拡大しています。ダンボー
ルが大半であった野菜や果物でも通い箱を利用していま
す。また、通い箱には積載効率を高めるため折り畳みコンテ
ナを活用し、配送中は荷崩れを防ぐために布製の備品（ラッ
クサポート）を使用しています。

■ 再利用（Reuse）の取り組み

ラップや包装紙の削減
ラップやトレーは、食品の安全や衛生管理において必要な
ものですが、ばら売りや簡易包装などにより、積極的に削減
を進めています。また、使用するトレーは、強度を保ちなが
ら重量を減らすことにより、資源の節約に努めています。

ノーレジ袋カード トレー不使用精肉

通い箱（クレート） ラックサポート

容器包装ダイエット宣言とは、九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）が進めている「容器・
包装を簡略化し、ゴミを減らす努力をしていく」という宣言です。ライフ
コーポレーションでは、マイバッグ持参率の向上や店頭リサイクルに取り
組んでいます。

■ 容器包装ダイエット宣言

EWCエコカードシステムは、西宮市で1992年に始まった地球ウォッチン
グクラブ・にしのみや（EWC）の活動の一つです。同カードは学校を通じて
西宮市内の小学生全員に配布されています。ライフコーポレーションでは
マイバッグを持参した子どもたち、牛乳パックやペットボトルなどをリサイク
ルボックスへ持ってきてくれた子どもたちにエコスタンプを押しています。

■ 西宮市EWCエコカード

■ 資源節約（Reduce）の取り組み
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